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凡 例

1　本書は『千載和歌集』に用いられているすべての語を検索することを

　目的として編んだものである。ただし，巻々の外題，註記の類は対象か

　ら除いている。

2　本索引の本文は，久保田淳・松野陽一両氏校注『千載和歌集』（笠間書

　院刊）一本文は財団法人静嘉堂文庫所蔵の，伝冷泉為秀筆『千載和歌

　集』上下二帖を底本とし，同本に欠く若干の部分を『八代集抄本』によ

　り補った本文　　を使用した。

3　本書は次の3編より成る。

　　歌語索引　1285首の歌の用語のみを対象とした索引である。懸詞は

　　　　　　　両方とも検索できるようにし，歌意の表面に出ない語意

　　　　　　　　の単語は，下に傍線を付してその所在を示した。

　　序文詞書左註索引　序文は使用底本の行数により，詞書左註は歌番

　　　　　　　号により，それぞれの用語を示した索引である。巻々の

　　　　　　　　外題・作者名・註記等は除外してある。但し序文の単語

　　　　　　　　は（）を付し，左註は下に傍線を付して区分を示した。

　　　人名索引　作者名の外，序文・詞書・左註中の人名を含め『千載和

　　　　　　　　歌集』中の全人名を対象とした。

　　（なお，巻末に久保田淳・松野陽一両氏の御希望により，底本の訂正表

　　を加えた）

4　索引は，原則として単語を単位とした。ただし，句として示す方が便

　利だと考えられる場合は，そのひとまわりを単位とし，そのまとまりを

　構成する各単語の項に〔　〕を付し，参照項目として示した。

　　また詞書中に存する歌題は，できる限りひとまとまりとし，結題はで
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　きる限り訓読した。また「卯花を詠める」のような場合は，「卯」と「花」

　に分けてそれぞれ語の所在を示したが，助詞「の」を加えることはしな

　かった。序文詞書左註索引では，読みの違う同一語の構成単語をも※印

　を付して併記した。

5　単語の認定は，なるべく普通の説に従うようにし，先に西下経一先生

　の御指導の下に編した『古今集総索引』（明治書院刊）にできるかぎり沿

　った。特に注意を要する処置例は次のとうりである。

①動詞の連用形に助詞が付いている場合と，名詞に助詞が付いている

　　場合とは判別しにくい例があったが，動作性を強く保有しているか否

　　かで，便宜，区別した。

②形容詞の語幹に「さ」の付いた場合と，ク語法による語とは，別語

　　として項立し，「み」が付いた場合は，便宜上，その形容詞の一活用形

　　とみなした。

③形容動詞を認めた。ただし，形容動詞の連用形か副詞かの識別が困

　　難な場合は，同時代の他書の例等を参照して便宜的に弁別した。

④断定の助動詞「なり」の連用形「に」には，識別の困難なものが多

　　いが，通説に従いできるだけ区別した。

⑤完了の助動詞「り」は，便宜上，已然形接続として処理した。

⑥懸詞は，歌意の表面に出ない語意の方に右傍線を付し，ともに掲げ

　　た。

⑦枕詞は，単語に分けることが不自然な場合には，そのままを見出し

　　語とし，枕詞本来の修辞機能を失って異名と化した場合は，名詞とし

　　て扱った。

6　本書の語の配列と表記はつぎのとうりである。

①見出し語は歴史的仮名つかいによって表記し，五十音順に並べた。

②同じ形の語がいくっかある場合には，体言・用言・その他の自立語・

　　付属語・造語成分の順に並べた。
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③活用語はすべて終止形で項立し，各活用形を小見出しとした。

④活用語は，未然形・連用形・終止形・連体形・已然形・命令形の順

　で小見出しをつけた。ただし，活用形小見出しが同形の場合は，最初

　の活用形に一を，次の活用形に＝を用いて区別した。

⑤見出し語の次に（　）を以って記した漢字は，見出し語の識別の

　ため便宜的に宛てたものに過ぎない。

7　本書は，久保田淳・松野陽一両氏校注の『千載和歌集』から量り知れな

い御学恩を仰ぎ，さらに底本使用の御許可を得て始めて成ったものであ

　る。

　　昭和51年6月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝沢貞夫識
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